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１ 報告事項 

（１）江別市一般会計補正予算の査定について               

（２）江別小学校・江別第三小学校統合実施計画の策定について 

     

２ 審議事項 

平成２５年議案第５号 

教職員の事故に対する処分内申について             

平成２５年議案第６号 

平成２５年度江別市一般会計教育予算（案）について  
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支援室参事 

（開会） 

それでは、ただいまから平成２５年第１回臨時教育委員会を開会いたします。 

本日の議事日程は配付のとおりであります。 

会議に先立ち、本日の会議録署名人を上野委員さんにお願いいたします。 

議事に入ります前に、お諮りしたい事項がございます。 

議案第５号教職員の事故に対する処分内申については人事案件でありますことから、秘

密会による審議をご提案するものでございます。 

これにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

 委員の皆様のご賛同が得られましたので、議案第５号は秘密会により進行いたします。 

本件を本日の審議順の最初に行い、秘密会終了後は、その他の説明員入室のため暫時休

憩します。その後、配付の会議次第にしたがって進行してまいります。 

それでは、議事に入ります。 

ここで、他の説明員入室のため暫時休憩いたします。 

 

＜秘密会につき会議録省略＞ 

 

それでは、委員会を再開します。 

議事に入ります。 

１の報告事項（１）江別市一般会計補正予算の査定についての報告を求めます。木村総

務課長お願いします。 

前回の定例教育委員会におきまして、第１回定例市議会に提出予定されております一般

会計補正予算のうち、教育委員会所管分につきまして、財政部局の査定前の状態でご説明

申し上げましたが、過日査定結果の通知を受けましたので、大きな変更点についてのみご

説明いたします。 

資料の江別市一般会計補正予算の査定についてをご覧ください。前回の補正予算要求で

は、総務課から小中学校費における施設管理経費の増額と学校教育課から教育扶助費の減

額につきまして要求いたしましたが、これが財政部局の査定により、施設管理経費のみ資

料に記載の額の増額補正となっております。その他につきましては、ほぼ要求どおりの査

定となっております。以上です。 

ただいま報告のありました江別市一般会計補正予算の査定について、質問等がございま

したらお願いします。 

木村課長、ちょっといいですか。これは、平成２４年度の補正予算ですよね。資料に第

二小学校校舎改築に伴う仮設校舎建設と校舎解体とありますが、工期としていつまでの時

期に完成させなくてはいけないのですか。 

第二小学校の仮設校舎は、今年度３月から契約を結びまして、３か月の建設期間、それ

から１５か月のリース期間ということで、解体までは平成２７年ということになります。 

次に、校舎の解体につきましては仮設校舎ができまして、７月前後にレンガ校舎で学習

している児童が移ってから、レンガ校舎の解体を行ってまいります。概ね３か月ぐらいを

予定しております。 

 ほかはいかがですか。 

燃料費の増額とありますが、燃料は結構使うのですか。 

 小学校、中学校の施設管理費にかかる部分ですけれども、学校で使います暖房用の燃料、

その部分に使用しています灯油や重油の１リットル当たりの単価が、今年度の当初と比較

しまして、７円から８円の単価上昇がありました。これに伴いまして、所要の増額補正を

するというものでございます。 

ほかはいかがでしょうか。それでは、本報告については終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（２）江別小学校・江別第三小学校統合実施計画の策定についての報告

を求めます。園部参事お願いします。 

江別小学校・江別第三小学校統合実施計画の策定についてご報告申し上げます。 

平成２３年６月に設置した江別小学校・江別第三小学校統合委員会において、ご協議
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佐藤教育部長 

いただいてきた両校の統合につきましては、昨年１１月に統合校の場所と統合の時期に

ついて中間報告をいただきました。 

その後、校名等の協議を継続してきたところ、去る１月３０日に開催されました第１

６回統合委員会で、統合校の校名等についての結論が出され、２月１４日に正副委員長

から教育長に資料の裏面にあります最終報告が提出されました。これを受けまして、教

育委員会では、資料のとおり江別市学校適正配置基本計画に基づく江別小学校・江別第

三小学校統合実施計画を策定いたしましたので、その内容をご説明いたします。 

一つ目として、江別小学校と江別第三小学校を統合し、新たな小学校を設置すること。 

二つ目として、歴史及び催事の扱いについて、統合は、両校の歴史を等しく尊重して

対等に行われるものとし、両校を閉校した上で新たな学校をスタートさせるため、統合

校における入学式等の催事は第１回からとすること。 

三つ目として、統合校の建設場所は、江別第三小学校側とすること。 

四つ目として、統合校の通学区域は、江別小学校と江別第三小学校の通学区域を合せ

た区域とすること。 

五つ目として、統合は、学校建設等に係る事務を速やかに進め、出来る限り早期に実

施すること。 

六つ目として、統合校の名称については、統合校のあり方に関する検討と併せて、今

後十分に議論し、決定するものとすること。 

その他、通学路の安全確保や統合校の施設整備についてなど、記載のとおり方針を示

しております。 

教育委員会としましては、この実施計画に基づき、今年度は統合校に係る施設整備基

本計画の策定を、新年度以降は教職員をはじめ、関係者による検討協議の場を設け、校

名や校歌、校章なども含めて、両校の校務統合に向けた準備を進め、併せて統合校の基

本設計を行いたいと考えております。 

なお、統合委員会につきましては、委員の任期が本年３月３１日までとなっておりま

すが、このたび最終報告が提出されたことから今後の会議開催の予定はございません。

以上でございます。 

ただいま報告のありました江別小学校・江別第三小学校統合実施計画の策定について、

質問等がございましたらお受けします。 

平成２３年６月から最近まで１６回にわたり、約２年間、２０名ぐらいの統合委員会で

話し合って、今手元にある委員会だよりも物凄い量です。伝統校の江別小学校と伝統校の

江別第三小学校を閉校した上で新たな学校を作るということで、統合委員会の方たちが、

非常に重い使命を受けて最終報告をしていただいたことに改めて感謝申し上げます。 

今回で統合委員会は終わりということですが、施設計画委員会のような新たな委員会み

たいなものを作る予定はあるんですか。 

私としては、現時点では委員会という想定はしておりません。イメージとしては、江別

太小学校、第一中学校で行ったような、改築協議の場、校長先生、教頭先生、ＰＴＡ役員

の方、地元自治会の方、あるいは必要に応じて教務主任でありますとか、もう少し実務的

な改築協議の場を設けて進めていこうと現時点では考えています。特に委嘱した委員とい

うようなイメージでは考えてはいなかったところでございます。                                                                                                                                                                                                                                                         

よろしいでしょうか。 

統合することに関して、紆余曲折があったことも分かっているんですが、これから新し

い学校を作り出すということで、未来を背負っていく子どもたちの学校であるとともに、

災害時の我々の避難所として利用する場所になるということで、単なる子どもたちだけの

場所ではないということは重々承知しているんですよね。 

統合委員会の時の話より、これからどんな学校を作るのか、どんな名前にするか、どん

な校舎にするか、これからもっといろいろなことを考えなければならないと思うんです。 

上江別小学校以来となる久しぶりの新築の学校なんですよね。そういった意味でも、希

望の星と言ったらあれなんですけれども。 

私が気になった点は、報告書のその他で、統合委員の中の１名の委員から、校名につい

ては先送りにすることなく、この委員会で決めるべきとの意見があったという部分です。

その後、返答というか、こちらからの見解というものを何かお話しされましたか。 

結果として、最後になった統合委員会の中で、確かお一人欠席者がいらしたと思うので
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すが、１９名中１名の委員さんから、設置場所に選択されなかったんだから江別小学校の  

校名と歴史、校歌を尊重すべきであるという主張と、先送りするのではなくて、この委員

会で具体的に決めるべきであるという意見がございました。 

統合委員会は、全員一致で決まるという見込みはない情勢でした。それで、委員長、副

委員長とも、次の検討の場で学校の在り方なりビジョンなりと合わせて、校名を検討すべ

きだという結論でほかの皆さんに諮り、このことについては異議なく了承されました。 

ただ、最終的に最後までこの１名の委員さんが記載のとおりの意見を主張されて反対し

ていたというのは、事実でございます。そういった意味では、先ほど申し上げましたよう

なこの検討の場面でいいのかということも頭の隅にはございます。しかし、やはり学校と

いうのは、まず第一には学校であり、膨大な校務を寄せて行く統合作業はどちらかと言う

と実務的作業に近いものです。 

その一方で、校区内のすべての自治会長さんに集まっていただきまして、先般学校の在

り方についての検討協議の場も持たせていただきました。また、その席には両方のＰＴＡ

からも会長さんをはじめ出席を求めて、検討協議に加わっていただいております。 

また、それに先立って両校の校長先生をはじめとして、教職員にも集まっていただいて

おります。年度内にさらにこういった集まりを開いていって、いろいろなご意見をいただ

いていこうと思っています。あえて付け加えますと、校名というよりも、歴史の取扱いが

一番大きな問題になります。この伝統ある１２０年を超える学校の歴史を閉じるというこ

とは極めて重い問題だと思っております。私は、校名というのは校名だけの問題ではなく

て、第１回入学式、卒業式になるのかどうかという歴史の問題に直結する面があるという

発言を一昨年の統合委員会の中でさせていただきました。統合委員の皆さんは途中で１０

名メンバーが変わりましたけれども、全員そのことを十分認識いただいた上で、この結論

に至ったということでございます。そして、その趣旨はどちらの学校の子どもにも統合さ

れたという思いをさせたくないという、そういう保護者の願いが強くここに表れていると

いうことでございます。以上です。 

 ありがとうございます。 

ほかはありませんか。 

統合委員会は、この人数で結構な回数を重ねた結果がこう決まったということで、今後

学校が完成する前に、校名や校章、校歌を決めなくてはならないと思います。どこかで決

めましたっていうものがないと、いろいろな意見をバラバラでやっていると全然収拾がつ

かなくなるような気がするんです。 

先ほど、相馬委員さんから出たけれども、委員会とまでは言わないけれども、ある程度

人を集めて、そこでさらに協議をして、こういうふうに最終決定したというような方法を

取ったほうが、私はいいような感じはしています。その辺はちょっと考えながら、進めて

いってほしいと思います。 

先ほどの相馬委員さんからのご発言を含めて、改めて答弁させていただきたいと思いま

す。行政におきましては、改築という言葉は新築を指しております。増改築という意味合

いではなく、行政用語の改築は新築のことでございます。したがって、江別太小学校も第

一中学校も新築でございます。先立って行われるのは、第二小学校の一部改築ですけれど

も、これも一部と言っても新築です。それから、今上野委員さんからございました点につ

きましては、私も非常に強く気になっている部分ではあります。何らかの手続なり手順を

踏んで、最終的に議会の議決に関わってくる部分もありますけれども、どういった手順が

一番良いプロセスなのか、別に検討させていただきたいなと思っています。 

そのこととは別に、改築三校以上に、統合校においては、どういった学校であるべきか

という実務作業のボリュームは激増します。そういったことについては、やはり当事者た

る教職員、ＰＴＡ、それから地域自治会の方を中心に、どんどん実務的に進めていかない

と、なかなかうまくいかないのかなと思っています。あえて付け加えますと、校名が決ま

らなくても、一定程度そういった作業を進めていけますので、少しの冷却期間も必要かな

と現時点では考えているところでございます。 

決めるに当たってのプロセスについては、組織の在り方も含めて、これから検討させて

いただきたいと思っています。以上です。 

江別太小学校、それから江別第一中学校の改築に関わりまして、それぞれ会議を持って

いるんですけれども、その会議は非常に和やかな会議なんです。自分の家を建てるという
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ことと同じように、新築でこんな学校がいいということで、皆さんはにこにこ顔で会議に

臨んでいただいています。 

今までの統合委員会は大変難しい会議だったんですけれども、これからはもう場所も決

まりましたので、どんな学校にしていこうということを一つの学校だけでは考えられない

という不便さはあるんですけれども、それでも集まって来てくださった校長先生やＰＴＡ

の方たちは、にこにこ顔でやっていただければというようにお願いしようかなと思ってお

ります。 

一番問題なのは、５番目の統合時期ということで、今現在小学校１年生も入れない状態

というようなことでは非常にまずいと思っておりますので、なるべく早く学校が建って、

両校がそこの学校へ入るというような仕組みを早めに作っていければいいと思っており

ます。 

江別においては、江別小学校、江別第三小学校とも歴史があり、本当に重い思いがある

わけで、そういった中で苦労して最終的にまとめた報告書は尊重していってほしいと思い

ます。 

もう一つは、例えば統合した場合、江別小・三小それぞれで学んだ子どもたちが新しい

学校へ行ったときに、校名が片方の学校になると、果たして今まで慣れ親しんだ子どもは

どう感じ取るのか。あくまでも、目線は子どもで、子どもたちの学校、子どもに重きを置

いて検討していただきたい。そして、１日も早く、新しい学校で安心して子どもたちが学

べるようお願いします。スピーディーにやるのは、非常に大変なことだと思いますが、１

日も早く学べるように我々もできるだけの支援はしていきたいと思いますのでよろしく

お願いします。 

 あと、もう一ついいですか。統合校ということで、昨今は上江別小学校のような大規模

校が少ないんですよね。ちょっと前までは、小規模校がいいなんていう論があったんです

けれども、今は小規模校が多くて、ある意味で切磋琢磨する学校がなくなってきている。

大規模校の魅力っていうものがあると思うんですが、それでお聞きしたいんですけれど

も、江小と三小が統合されると大きな学校になるんですか。 

４４０人で、１４学級です。１・２年生は３学級で、ほかはすべて２学級です。 

 

上江別小学校ほど大きくはならないということですね。もし、江小・三小が統合したら、

大規模校としては３番目くらいですか。 

上江別小学校が２４学級、対雁小学校が２１学級、第二小学校が１８学級、今度の統合

校が１４学級になります。中央小学校が１３学級、４３９人ですので、今年の中央小学校

と同じくらいの規模になります。 

 それであっても、そんなに大きな学校にはならないんですね。先ほど、佐藤部長から江

別太小学校改築の改築は新築という説明があって、そうなんだと思ったんですけれども、

江別太小学校は新築ということでどれくらいの規模の学校になるんでしょうか。 

今手元に資料はないんですけれども、江別太小学校は児童数５００人台で、人数は結構

多い学校でございます。 

それでは、本報告については終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

続いて、２の審議事項に入ります。 

平成２５年議案第６号平成２５年度江別市一般会計教育予算案についての説明を求め

ます。佐藤教育部長お願いします。 

平成２５年度の教育予算及び教育行政推進計画について、特に私からは議案書３ページ

から教育行政推進計画について、要点に絞って申し上げます。 

まず国の動向でありますが、文部科学省は第２期教育振興基本計画に向けて審議を進め

ておりまして、基本的方向性は昨年もこの教育委員会で申し上げましたとおり、一つは社

会を生き抜く力の養成、もう一つは未来への飛躍を実現する人材の養成、さらには学びの

セーフティネットの構築、そして絆づくりと活力あるコミュニティの形成という四つであ

ります。例えば、学びのセーフティネットの構築の中には「安全・安心」が含まれており、

具体的には学校教育施設や社会教育施設等の耐震化が、依然として大きな課題であること

などであります。 

 こうした動向も踏まえまして、江別市教育委員会といたしましては、来年度が計画期間
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の最後となる総合計画後期基本計画に掲げた「子育て環境の充実」、「子どもの可能性を

伸ばす教育の充実」、「生涯学習の充実」、「青少年健全育成の推進」、「ふるさと意識

の醸成と地域文化の創造」、「市民スポーツ活動の充実」を基本とし、子どもを産み育て

る環境が整う教育・文化のあふれる街えべつの実現に向け、教育関連施策の着実な推進に

努めてまいります。 

 まず、教育関係の大きな計画についてでありますが、社会教育総合計画とスポーツ推進

計画の次期計画策定を進めるほか、新たに仮称江別市学校教育基本計画の策定作業を進め

てまいります。 

 次に、安全・安心な教育環境の実現に向けた学校施設・設備の改修では、校舎屋体耐震

化事業として、江別第二小学校の校舎部分改築工事に着手し、江別太小学校と江別第一中

学校の改築実施設計等を進めるほか、東野幌小学校の屋根改修工事、江別第二中学校のグ

ラウンド改修工事、中央小学校の屋体暖房改修工事等を実施いたします。 

なお、災害時の避難所ともなる市民体育館については、災害時における学校教育の早期

再開を視野に入れ、耐震整備の実施設計を予定しております。 

 また、学校教育の情報教育推進事業では、教育用パソコンの計画的更新と小学校教職員

への校務用パソコンの配置のほか、小中学校全校に電子黒板を整備し、学校のＩＣＴ環境

整備を推進いたします。 

 特別支援教育では、新たに通常学級に在籍する比較的軽度の発達障がいがある児童生徒

に対し、個々の障がいの状態に応じた指導を行う特別な指導の場（通級指導教室）を大麻

東小学校に新設いたします。 

 市民一人ひとりが生き生きと豊かな人生を送ることができるよう、江別市の教育政策の

柱である「豊かさと創造性を育む生涯学習環境の充実」を着実に実現するべく、各種教育

施策に全力で取り組んでまいります。 

 予算の内容につきましては、一部重複する部分がございますけれども、総務課長ほかを

もってご説明いたします。 

平成２５年度予算の概要についてご説明申し上げます。 

 議案第６号２ページ、平成２５年度教育予算案総括表をご覧ください。表の一番下、合

計欄に総務費、商工費を含む教育関係予算全体を示しております。 

平成２５年度当初予算額は、３０億６，００７万４，０００円で、平成２４年度当初予

算と比較いたしますと、金額で５億４，４３６万８，０００円、率にして２１．６％の増

となります。これに、２５年度に予定していた事業のうち、国の緊急経済対策等で前倒し

た校舎屋体耐震化事業など、３月補正で追加した３事業分４億１，１７３万４，０００円

を加え、１５か月予算としてみると、額では９億５，６１０万２，０００円、率で約４０％

の伸びとなります。市の一般会計予算総額４０８億５，０００万円、前年比４．１％の増

と比べると非常に大きな伸びとなっており、教育関連施策の継続性や事業の緊急度や優先

度などに一定の配慮がなされたものと考えております。 

 次に教育予算のうち、増減の大きな科目についてご説明いたします。 

 まず、小学校費、中学校費の学校営繕費をご覧ください。これは、安全・安心な教育環

境の実現に向け、校舎屋体耐震化事業として行う校舎の改築や改築に向けた実施設計のほ

か、学校施設の整備費を計上したものであります。 

 小学校費では、２５年度着工する江別第二小学校の校舎部分改築工事、大麻小学校のレ

ンガ校舎解体工事、江別太小学校の改築実施設計にかかる費用などが加わり、大幅増とな

っております。 

 中学校費では、江別第一中学校の改築実施設計、江別第二中学校のグラウンド改修にか

かる費用などが主な増加理由です。 

 続いて、教育振興費をご覧ください。教育用パソコンの更新や教職員用パソコンの配置

のほか、小中学校全校への電子黒板導入など、学校のＩＣＴ環境整備にかかる費用などを

計上しております。 

 小学校費では、教職員用パソコンの配置、電子黒板の導入費用等の計上により、前年と

比べ３０％近い増額となりました。 

中学校費は、小学校費同様、電子黒板導入による予算増がありますが、２４年度予算に

計上されていた教科書の全面改訂による教師用教科書購入や武道必修化に伴う備品整備

にかかる予算の減少が大きいため、前年に比べ減額となりました。 
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佐藤教育部長 

 次に文化振興費です。前年に比べ、額で約１，１００万円、２６％の予算増となってお

ります。これは、大麻北町にある文化財整理室の老朽化した煙突撤去に要する費用が主な

理由です。 

 ８行下、体育施設費をご覧ください。市民体育館ボイラー老朽化に伴う更新費用を計上

したため、前年に比べ、額で約１，８００万円、８２％の予算増となっております。 

 次に４行下、総務費、財産管理費ですが、前年比約２８０％の増となっています。これ

は、教職員用集合住宅の屋上防水改修費、管理住宅の住戸改善費によるものでございます。 

 最後に、下段のセラミックアートセンター費です。これについては、昨年度に引き続き

屋上防水改修工事を実施いたしますが、施工する屋根構造や施工面積の違いにより予算額

が減少しております。私からは以上でございますが、詳細につきましては、担当の課長、

参事、館長より説明いたします。 

７段目にあります学校施設整備事業（小学校校舎屋体改修）について、ご説明させてい

ただきます。平成２４年度末までに中学校として使用している角山中学校校舎については

平成２５年度以降、角山小学校校舎として使用されますが、外壁の老朽化により腐食や塗

膜剥離が進行しているため、約１，０００万円をかけて窓下部分の鉄板の張替え及び外壁

の塗装を行ってまいります。 

重複いたしますけれども、東野幌小学校の校舎屋根補修工事でございます。これにつき

ましては、東野幌小学校の前庭が中原通りの拡幅により狭隘となったことから、玄関付近

への落雪があるため、１，４００万円をかけて校舎の屋根の形状を一部無落雪屋根に変更

する工事を行ってまいります。 

次に、学校施設整備事業（小学校環境整備）では、東野幌小学校の前庭が先ほど申し上

げましたが、中原通りの拡幅により狭隘となったことから、３，２００万円ほどをかけて、

外構実施設計及び改修工事を行ってまいります。以上、施設係の主な事業であります。 

学校教育課関連で、１２月にご報告した予算要望段階から変更となったものについてご

説明いたします。資料の１７ページをご覧ください。 

下から３番目、北海道中学校水泳競技大会補助金であります。平成２５年度中体連全道

大会のうち、水泳競技について野幌総合運動公園で開催されることから、開催地としてそ

の運営にかかる経費を補助するものとして、１５万円が新たに支出となるものでありま

す。以上であります。 

特別支援教育担当分についてご説明いたします。資料の１８ページをご覧ください。 

上から２番目、特別支援教育推進事業についてでありますが、これまでの事業継続にか

かる経費と合わせて、先ほど教育部長の説明にもあったとおり、来年度大麻東小学校に新

たに開設する発達障がい通級指導教室に必要な経費としまして、指導教員の補助業務を行

う第２種非常勤職員の報酬１０８万２，０００円、教室整備のための一般工事費２２万円、

教材購入等のための備品購入費２２万円、合計１５２万３，０００円を計上しております。

以上で、特別支援教育担当分の説明を終わります。 

学校教育支援担当参事所管分で、平成２４年度当初予算と大きな変更のあった事業につ

いてご説明いたします。 

１８ページ５行目の学校適正配置推進事業についてですが、査定額２，５２１万６，０

００円には、先ほどご報告いたしました江別小学校・江別第三小学校統合実施計画に基づ

いて実施いたします統合校建設の基本設計の委託料２，３２３万６，０００円が含まれて

おります。以上でございます。 

資料の２２ページをご覧ください。郷土資料館所管の主要事業について、新規の事業内

容のみ説明いたします。 

 まず、文化財係の文化財施設整備事業におきまして、萩ヶ岡にあります市指定有形文化

財火薬庫の補修工事費のほか、先ほど説明のありました大麻北町にあります文化財整理室

敷地内の老朽化した煙突の地上部解体撤去工事費を計上しております。 

また、その下の郷土資料デジタル化事業では、市指定無形文化財野幌太々神楽の１００

周年を記念して、平成１１年に舞などの映像を記録したビデオテープをＤＶＤ化する事業

に３か年計画で取り組むこととしており、初年度の平成２５年度は２１万７，０００円を

計上しているところでございます。以上です。 

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。 

提出議案の一部訂正をお願いいたします。 
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議案の５ページ目、教育行政推進計画でございますけれども、上から３行目の後段、発

達障がいのある児童生徒に対しという表現になっておりますけれども、児童に対しという

ことで、生徒の二文字の削除をお願いいたします。以上であります。 

質問がありましたら、どうぞお願いします。 

郷土資料館の新規事業で、１００周年を迎える野幌太々神楽のビデオをデジタル化する

件なんですけれども、デジタル化した後はここの人たちだけで記録として残しておくもの

なんですか。それとも、情報図書館で見ることができるようにするとか、どういった活用

があるのですか。 

一つには、無形文化財を記録したものとして、文化財保存ということです。もう一つは、

文化財を伝承していっている団体の方々のいわゆる教本として活用していくという二本

立てでございます。 

ほかはいかがでしょうか。 

今あった事業の上の事業で、文化財を保存している建物の件で、煙突を壊すだけであの

建物自体は何ともないんですかね。一回入ったことがあるんですが、相当ボロボロになっ

ている気がするんですが、今後煙突を撤去した後に何か考えはあるんですか。 

昭和３２年に、ＮＨＫ野幌放送所として建てられた建物で、５５年近く経過しています。

鉄筋コンクリート造りでそれなりに強度はありますが、５０年以上経過している建物です

ので、これからもずっとこの判断で使っていけるとは私たちも考えてはおりません。何ら

かの移転先なりを検討していかなければならないと考えているところです。 

大事なものをしまってある所ですからね。 

 ほかはいかがですか。 

先ほど、木村課長の説明で、１５か月予算で見ると、前年度よりも約１０億円近くも増

えているとありました。老朽化で建物が古くなってしまったら、建て直して新しいものを

造っていくと思うんですが、歴史のある江別市内において、今後とも老朽化により見直し

ていかなければならない建物はたくさんあるんですか。 

教育委員会は、江別市の行政組織の中では、最も多くの建築物を管理している部だと思

います。市営住宅とか、多くの戸数を抱えている部もあるんですが、学校、それから教職

員住宅、体育館、プール、文化施設、そういったものは教育委員会が中心となって管理を

しております。 

昭和５６年６月の新建築基準以降のものはともかく、以前のものとなりますと年数も年

数ですので、必要、不要をまず見極めて、不要なものもただで解体できるわけではござい

ません。必要なものについては何らかの補強なり、今国が言うところの長寿命化という単

語が表に出てきていますけれども、延命策を図っていく必要があると思います。 

そういった流れはございますけれども、私といたしましては、当面はまず江別の耐震化

の計画でも第一となっております学校の耐震化を最優先で進めていかなければならない

と考えています。 

２番目は、庁舎ということで進んできておりまして、体育施設等は３番目ということで

ございましたが、本日午前中の総務文教常任委員会で、総務部から庁舎についてはただち

に見通しが立たないので、体育施設等の耐震診断を優先し、その結果を含め総合的に判断

するとの報告がなされておりましたので、学校の次は市民体育館、あるいは大麻体育館等

の避難所となる体育施設を優先していくものと考えております。 

それと併せて、今回の非構造部材もそうですけれども、他の細かな部分もできる限りの

目配りをしながら、国の優良な補助事業制度に乗る形で、維持補修を進めていかなければ

ならないと考えております。 

ただ、一つ障害になりますのは、今回もかなり大規模な教育予算の増大となっています

けれども、本格着工に入りますとさらにもっと大きな工事費の増大を見ることになりま

す。そうした中では、なかなかまんべんなく維持補修のお金を見ていくというのは、財政

的にも難しい面が出てくるのかなと考えております。以上です。 

庁舎って、教育庁舎のことですよね。 

（「本庁舎」との声あり） 

教育庁舎のことはないんですか。 

総務部が考えている耐震診断については、子どもたちの安全も第一ですけれども、避難

所となります小中学校の校舎の耐震化を１番目に優先すべきものという整理をしており
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郷委員 
伊藤学校教育課長 

ました。次に、災害の本部ともなります庁舎の耐震化が２番目に優先するという整理をし、

その後で社会体育施設等という整理を、これまでは議会に示してきたところでございます

が、本日の総務文教常任委員会において、ただちにその本庁舎の補強なり改築なりという

整理がつかないので、まず社会体育施設等の耐震診断を優先して行う。その状況、結果を

踏まえて、総合的に判断する旨の報告がなされました。本日をもって、ある種順番が入れ

替わるような報告がなされましたので、それを受けて私といたしましては、学校は現に今

進めているわけですが、次は社会体育施設について計画的に進めていこうとするものであ

ります。 

具体的に申し上げますと、市民体育館は今年度耐震診断を行いましたので、耐震補強  

のための実施設計を来年度行いたい。大麻体育館につきましては、こういう予算というこ

とになりましたので、来年度以降の耐震診断を私としては考えております。 

青年センターにつきましては、改築を視野に入れておりますので、現時点で耐震診断を

想定しておりませんけれども、総務部の議会報告では、いずれも耐震診断の結果をもって

判断するという考え方が示されているので、今後すり合わせていきたいと考えておりま

す。以上です。 

よろしいですか。私は何を言いたいかと言いますと、本庁舎は分かるんですけれども、

私どもの教育委員会ですから、教育委員会にいる者としては、今いる建物に関して考えて

いただきたいですね。このことに関して声を出さないと、ここが司令塔ですから、ここは

耐震化されているんですかね。 

元消防署なので、そんなに弱くはないのかなと思いますが、ただ本庁舎が立派になれば、

もしかしたら教育委員会もそこに引越しになるのかなという私の勝手な考えがあります。

一つに統合したほうがいいのかなと思います。 

教育委員会は司令塔でいろいろな建物を持っているので、教育庁舎も・・・。 

補足させていただきますけれども、本日行われました総務部の総務文教常任委員会への

報告では、そういった庁舎の在り方を検討する中において、教育庁舎は国道１２号をまた

がなければならないなど、庁舎の分散している状況の問題点について言及されておりま

す。したがいまして、本庁舎をどうするかの具体的な表明はありませんでしたけれども、

例えば本庁舎を建築するとなれば、市民の利便を考えまして現在分散しているこういった

庁舎機能を統合することもあり得るという意味を含んだ総務部からの報告であったと私

は受け止めております。以上です。 

教育庁舎に対しての私の思いがあったものですから。教育庁舎を含めて、江別市の庁舎

は、凄い分散されていますよね。１３万都市とは思えないような庁舎なんですよね。 

どんな地域でも、本庁舎は立派なものが建てられている状況かと思います。岩見沢市も

いろいろな教育施設なども凄く充実しているので、比べてしまうと少し寂しい部分がある

のかなと思います。それだけ、ほかのところに予算を使って、こういうところを切り詰め

て頑張っているという見方もあると思います。 

今まではそれで良かったけれども、３．１１の震災から考え方が１８０度変わってしま

ったんですね。そういったことをしっかり踏まえて、言うべきことは私どもも言わなけれ

ばならない。議員さんは言ってくれて、私どもは何も言わない、はい、そうですかという

のは変ですよね。司令塔がグラグラしているというのは、ちょっと問題だと思うんですよ

ね。その点では、佐藤部長のお話で少し理解できたと思います。 

総務部が庁舎をどうするということを断定的な表現で報告したというようには思って

いないんですけれども、いずれにいたしましても、今相馬委員さんが言いましたような庁

舎の分散化の問題、とりわけ、教育庁舎については国道１２号をまたぐ、不便をかけてい

るという意味での議会報告がなされていましたので、そういった庁舎機能の統合化と言い

ますか、そういったことを視野に入れているということは確かだと私は理解しています。 

ただ、耐震全般の計画については、どうしても市民優先、子ども優先ということがあり

ますので、繰り返しになりますけれども、私どもとしては小中学校の耐震化を最優先、そ

して議会報告がありましたけれども、次は社会体育施設の耐震化、つまりこの耐震化につ

いては、教育委員会が先頭に立っているという認識に現在おります。以上であります。 

ほかはありませんか。 

電子黒板の予算が出ていましたが、いつぐらいの導入を考えているのですか。 

電子黒板につきましては、早急に入れたいと考えておりまして、２５年度予算になりま
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すので、２５年度になりましたら早々に入札にこぎ着けたいと思っています。契約に当た

りましては、議会の議決が必要になるであろう金額でありますので、できれば６月議会に

諮ることができるようにということで準備を進めております。 

また、参考までに申し上げますと、電子黒板に必要なパソコン、小学校教職員のパソコ

ンも今整備する予定でございますが、同時期に整備していきたいということで進めており

ます。 

活用する先生方についても、非常に大事なことです。いくら立派なものを整備しても、

上手に活用できなければならないので、先生方の研修もお願いしたいと思います。 

それでは、佐藤部長からお話がありましたように、かつてない大きな予算が計上された

わけですけれども、それに伴って職員体制の整備も併せて考えていかなければなりませ

ん。忙しいあまり、他の業務が疎かになっていくということにつながらないために、これ

から人事異動の時期にもなりますので、佐藤部長よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、平成２５年議案第６号平成２５年度江別市一般会計教育予算案についてを承

認することにご異議ありませんか。 

（一同了承） 

 それでは、そのように承認いたします。 

以上をもちまして、第１回臨時教育委員会を終了いたします。 

 

（閉会） 

 

                                   終了 午後４時５４分 

 

 

 

署名人（委員長）  長谷川 清明 

 

 

 

 署 名 人     上野 聡志 

 


